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児長

こんにちは、お元気ですか。私は食べ過ぎかも?ですが今日から頑

張る、自分はできると信じて毎日、精進しています。

先日、芳金先生、林先生と食事会をしました。以前当院にて仕事を

一緒にやつていた 2人です。家内も同席です。食事が始まり、いろ

んな近況話に盛り上がつているところ、林先生から驚きの嬉しい報

告がありました。結婚が決まつたと。林先生は当院にいた時期は、お

付き合いしている方はいなく、本人曰く自分はそんな柄じやないの

で無理なんです―と、ず―つと嘆いていました。が、その後大学院に

行かれました。そして時折、私はあつた際に、どうなんですか ?最近

は ?と 聞くと、お付き合いらしき感じになつた人がいると少しばか

り自信なさげに教えてくれました。その時の方が今回のお相手でし

た。おめでとうございます。

一方、芳金先生は当院にいる頃には、本人から、私はもうホント全く

ダメで、一生無理かもしれないです、と。深亥1な状況の空気を感じて

いましたので、私と家内は何度となく知り合いなんかを紹介してい

ました。とても苦戦しました。

ですので、この日の食事会も次のステップ
ヘ向けて近況を聞いて次

はどんな人を探したらいいだろうかと作戦会議になるとばかり思つ



ていました。

ところが、ところが、芳金先生が、「私も結婚するんです !」 と。つ

い 2ヶ月ほど前に決まつたと。も―、びっくりです。私と家内は今

までとことん一緒に悩み苦労を共に歩んできましたから。おめでとう

ございます。

そんな激しい話の流れの中、食事はいよいよデザー トタィム。そして

実は私がこっそり用意していた花束がデザー トとともに運ばれてき

ました。お店の女主人は「本 日はおめでとうございます !」 花束は 1

つ。女主人は私を見つめ「これはどちら様に ?」 と寄ってきました。

林先生も芳金先生も??「もしかして、知っていたんですか ?私のた

めに ?」 という表情を浮かべていました !

ですが、そうではないのです。

この日はたまたま家内の誕生日だったのです。私がサプライズのた

めに事前に花を用意していて、みんなの前で渡して驚かせようと画

策していたのです。状況がいつの間にか大きく変化しています。私は

「今 日、ここにこの花束がもらえる人がいます、それは誰でしょ

う?」 、、、、、、。「答えは、今日、誕生日の人です。Jすると家内は「わ

―い、私だ。」と喜んでくれました。こうしてどこへ行ったらいい花

東は、一人ひとりの先生に抱きじめられ最後に家内の手元に収まり

ました。       めでたしめでたし。

景■は.融豫》て豊FDゥガーリた無a替秋珂
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継韓らは歯十→医業を通して秦じレヽ 拶が襲人生りをたヨカをロキ綸しよす。


